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広
報
「
ふ
れ
あ
い
」
400
号
到
達
に 

伴
う
取
材
を
受
け
ま
し
た 

広
報
部 

 

11
月
12
日
（
火
）、
大
代
地
区
公
民
館
に
お
い

て
、
広
報
「
ふ
れ
あ
い
」
が
400
号
に
達
し
た
こ

と
に
つ
い
て
の
多
賀
城
市
か
ら
の
取
材
を
受
け

ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
第
１
号
（
回
覧
）
が
発

行
さ
れ
た
と
き
は
、
毎
月
の
発
行
で
は
な
い
不
定

期
の
発
行
で
、
地
域
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
区
長
さ
ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委

員
さ
ん
な
ど
の
記
事
も
あ
り
ま
す
。 

 

取
材
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
以
前
の
広
報
「
ふ

れ
あ
い
」
を
眺
め
な
が
ら
、
大
代
の
歴
史
を
懐
か

し
く
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

見
直
し
て
い
て
気
づ
き
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど

300
号
の
発
行
が
、
東
日
本
大
震
災
の
前
月
の
発

行
で
、
301
号
は
、
震
災
の
４
ヶ
月
後
に
発
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
（
300
号
は
平
成
23
年
２
月
発
行
。

301
号
は
平
成
23
年
６
月
発
行
）。一
時
、広
報
「
ふ

れ
あ
い
」
の
発
行
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し

た
が
、
当
時
は
、
大
代
地
区
公
民
館
に
も
津
波
が

押
し
寄
せ
、
閉
館
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
印
刷
や

梱
包
は
多
賀
城
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
機
械
を
お
借
り
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
大
代

地
区
公
民
館
の
機
能
も
市
役
所
に
移
っ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
編
集
会
議
も
他
施
設
を
お
借
り
し 

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
時
は
、
色
々
な
方
の

ご
協
力
を
経
て
地
域
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
取
材
の
様
子
） 

 
 

 

取
材
は
、
自
身
の
担
当
や
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
、
約
２
時
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
、
佐
藤
広
報
部
長
は
、
今
ま
で
長
い
こ
と
編

集
作
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
大
変
だ
っ
た
と
思
っ

た
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
佐
藤
部
長

は
、
初
期
の
こ
ろ
か
ら
広
報
「
ふ
れ
あ
い
」
の
編

集
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
３
名
の
部
員
と
事
務
局
職
員
で
毎
月

１
回
の
広
報
「
ふ
れ
あ
い
」
編
集
会
議
、
１
回
の

印
刷
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
毎
月
発
行

す
る
予
定
で
す
の
で
、
500
号
に
到
達
す
る
の
は

約
８
年
後
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
代
地

区
の
変
化
を
と
ら
え
な
が
ら
、
地
域
の
情
報
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
広
報
「
ふ
れ
あ
い
」
は
、
現
在
大
代
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。
一
部
、
欠

番
が
あ
り
ま
す
が
第
１
号
か
ら
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
当
時
を
懐
か
し
み
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
写
真
な
ど
は
フ
ル
カ
ラ
ー
で
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
広
報
「
ふ
れ
あ
い
」

に
平
成
20
年
３
月
第
264
号
か
ら
平
成
25
年
５

月
第
323
号
ま
で
全
58
回
に
わ
た
り
掲
載
し
た
佐

藤
甚
六
さ
ん
、
渡
辺
巌
さ
ん
が
編
集
し
た
「
大
代

の
あ
ゆ
み
」
を
単
独
で
閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
大
代
を
中
心
と
し
た
貴
重
な
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

広
報
「
ふ
れ
あ
い
」
の
デ
ー
タ
は
、
大
代
地
区

公
民
館
で
所
有
し
て
い
た
紙
の
資
料
か
ら
デ
ー

タ
に
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
欠
番
の
広

報
「
ふ
れ
あ
い
」
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
大
代
地
区
公
民
館
へ
お
持
ち
い
た

だ
き
、
デ
ー
タ
化
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い

で
す
。
な
お
、
欠
番
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

記 

 

〇
昭
和
61
年
11
月
第
９
号 
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大
代
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

研
修
会
に
参
加
し
て 

大
代
西
区 

稲
邉
た
つ
子 

11
月
12
日
（
火
）
８
時
40
分
大
代
公
民
館
出

発
。
東
北
電
力
様
の
協
力
で
、
①
福
島
県
原
町
火

力
発
電
所
、
②
宮
城
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
２

か
所
を
見
学
す
る
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

移
動
中
の
バ
ス
の
中
で
は
、
皆
で
歌
を
歌
い
防

災
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
と
、
和
や
か
に
過
ご
す

う
ち
、
①
に
到
着
、
東
北
電
力
社
員
様
の
案
内
で
、

東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
と
復
旧
の
推
移
を

伺
い
施
設
等
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
DVD
に
て
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状

況
や
発
電
所
の
仕
組
み
、
原
町
火
力
発
電
所
は
石

炭
燃
料
で
、
化
石
燃
料
（
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ

ス
）
の
中
で
は
経
済
的
あ
る
こ
と
。
資
源
を
持
た

な
い
日
本
に
と
っ
て
は
優
れ
た
燃
料
で
あ
る
と

い
う
事
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
建
物
の
15

階
か
ら
は
津
波
で
の
タ
ン
カ
ー
の
被
害
状
況
や
、

広
大
な
敷
地
面
積(

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
３
個
分

と
か
）
の
説
明
を
受
け
余
り
の
広
さ
に
驚
き
ま
し

た
。 昼

食
後
岩
沼
市
に
あ
る
②
へ
移
動
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
DVD
に
て
東
日
本
大
震
災
の
状
況
ま
た

防
災
ヘ
リ
が
実
際
救
助
活
動
し
た
映
像
等
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
見
学
、
10
月

の
台
風
19
号
に
よ
る
大
郷
町
粕
川
地
区
の
災
害

救
助
活
動
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
危
険
な
作
業

を
し
て
い
る
隊
員
の
皆
様
に
深
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。 

東
北
電
力
様
に
は
安
心
で
安
全
な
電
気
の
供

給
を
願
い
ま
た
、
危
険
を
顧
み
ず
救
助
活
動
に
従

事
し
て
い
る
消
防
の
皆
様
の
手
を
借
り
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
生
活
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま

し
た
。 

 
 

 

山
茶
花
大
学
後
期
講
座
開
始 

 

10
月
30
日
（
水
）
か
ら
高
齢
者
大
学
の
「
山

茶
花
大
学
」
の
後
期
講
座
が
始
ま
り
、
30
日
の

１
回
目
の
講
座
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｃ
気
象
台
の
星
野
誠
気 

象
予
報
士
を
お
招
き
し
、
気
象
情
報
と
災
害
に
つ

い
て
の
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

以
前
だ
と
、
異
常
気
象
と
言
わ
れ
て
い
た
現
象

が
、
近
年
は
、
頻
繁
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、

西
日
本
豪
雨
や
、
千
葉
県
の
災
害
、
今
回
の
台
風

19
号
に
よ
る
全
国
的
な
被
害
な
ど
、
気
象
災
害

の
情
報
収
集
を
、
も
う
一
度
見
直
す
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
災
害
の
発
生
レ
ベ
ル
に
つ
い

て
は
、
レ
ベ
ル
１
か
ら
５
ま
で
の
情
報
が
発
表
さ

れ
ま
す
が
、
低
い
レ
ベ
ル
の
発
令
で
も
油
断
せ
ず

に
、
安
全
を
確
保
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
。「
認

知
バ
イ
ア
ス
」
と
い
う
、「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

と
感
じ
て
し
ま
う
人
間
特
有
の
精
神
状
態
が
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
、
非
難
が
遅
れ
、
重
大
な
結
果

を
招
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
心
理
的
な
部
分
か
ら
も
災
害
に
対
す
る
備
え

を
学
ぶ
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
て
、
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
の
貴
重
な
講
座
で
し
た
。 
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11
月
20
日
に
は
、
２
回
目
の
講
座
が
行
わ
れ
、

高
橋
守
克
先
生
に
よ
る
、「
遺
跡
が
語
る
災
害
の

歴
史
」
と
題
し
た
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

日
本
は
、
古
来
か
ら
、
災
害
に
よ
る
被
害
が
多

い
国
で
す
。
過
去
の
遺
跡
発
掘
の
資
料
か
ら
、
当

時
の
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
被
害
を
被
り
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
学

び
ま
し
た
。 

 

も
し
か
す
る
と
、
以
前
よ
り
も
被
害
が
大
き
い

の
で
は
と
感
じ
る
ほ
ど
、
昨
今
の
災
害
は
大
き
な

爪
痕
を
残
し
ま
す
。
星
野
気
象
予
報
士
と
守
克
先

生
の
お
話
を
聞
い
て
も
、
自
分
や
周
り
の
人
と
の

連
携
と
備
え
、
特
に
心
が
ま
え
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。 

 

令
和
元
年
度 

 
 

多
賀
城
市
市
政
功
労
者
（
大
代
関
連
） 

 

○
市
政
功
労
者
表
彰 

（
地
方
自
治
功
労
） 

三
浦 

德
男 

さ
ん 

（
教
育
・
文
化
功
労
） 

 
 

 
 

 

杉
山 

幸
次 

さ
ん 

（
保
健
衛
生
功
労
） 

鈴
木 

俊
治 

さ
ん 

田
村 

昭
男 

さ
ん 

 

表
彰
さ
れ
た
方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

「
新
年
を
祝
う
会
」
に
つ
い
て 

  

地
域
づ
く
り
部 

日 
 

時  

令
和
２
年
１
月
11
日
（
土
） 

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で 

場 
 

所  

小
野
屋
ホ
テ
ル 

会 
 

費  

３
５
０
０
円 

参
加
申
し
込
み
は
、
新
年
を
祝
う
会
の
ご
案
内

チ
ラ
シ
に
付
い
て
い
る
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の

上
、
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
込
は
、
各
区
の
担
当
者
（
12
月
26
日
ま
で
）

又
は
大
代
地
区
公
民
館
窓
口
（
１
月
５
日
ま
で
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
各
区
の
担
当
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す 

「
第
６
回
東
北
ダ
イ
ケ
ン
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド 

ゴ
ル
フ
大
会
結
果
に
つ
い
て
」 

 

去
る
11
月
16
日
（
土
）
に
、
う
し
ち
ゃ
ん
多

賀
城
緑
地
公
園
内
サ
ッ
カ
ー
場
で
、
第
６
回
東
北

ダ
イ
ケ
ン
杯
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習

成
果
を
皆
さ
ん
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

男
子
の
部 

優 

勝 

針
生 

 

吉
治 

様 

第
２
位 

南
部 

 

英
明 

様 

第
３
位 

山
内 

  

馨 

様 

第
４
位 

佐
藤 

 

松
雄 

様 

第
５
位 

佐
藤 

 

貞
雄 

様 

女
子
の
部 

優 

勝 

遠
藤  

タ
ツ
子 

様 

第
２
位 

佐
藤   

洋
子   

様 

第
３
位 

内
ケ
﨑 

し
か
子 

様 

 

年
末
年
始
休
館
日
の
お
知
ら
せ 

 

大
代
地
区
公
民
館
の
年
末
年
始
の
休
館
日
は
、

左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
多
賀
城
市
立
図
書

館
大
代
分
室
の
玄
関
に
設
置
さ
れ
て
い
る
返
却

箱
も
ご
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。 

記 

令
和
元
年
12
月
28
日
（
土
）
か
ら 

令
和
２
年
１
月
４
日
（
土
）
ま
で 

   


